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牛の乳房炎の
(前号の つづき)

Fi71E3-できし所炎の 予防の対策 と して外創の予防 について

TLtU､たが､数年前流人農場の乳牛が∃端で石後乳頭 を厳 み

ィ､†けてそこに要せ創 をつ く った｡早速 手当 を したが乳頭は

搾 乳の際.旧で しめるためj3Il口の橋は'l'.蓉妨 げて治 りを遅 <

した｡遂 にそこが化膿 してJ壬の化膿 幽 (ブ ドウ球菌)が

乳好irlか ら侵入 して乳rvl(炎を起 した ことが ある｡乳瓜の

創 は触 るのを雛 うため､搾乳が完全になされず､乳が乳

i/-1内に符輔 して乳房炎の起 り易 い状丁旗に して しま うもの

である｡蹄で乳頭 を傷つけるのをIyjぐ対熊 と しては先づ

幹子.缶の設 計 で､牛-pilTl'の牛所の広 さが関 越 にな って来

る｡r=1.10m､長 さ1.55mを おはよその傾 準とするが､

･J遥さは体長によ って増減がある｡街 t三が乳牛 をそこへ入

れて/id付 <ことは､長過 ぎると年 額がザさ尿デ符に落 ちずに

後脈 ､特に乳言方を汚 し､短か過 ぎると下院に示 すよ うに

乳L/jLを憐つける可持芭性が多いとい うことである｡

次 に年子万の清# とい うJrlで､牛L/Jの後ノ∫は'iJl,'時 1狩尿 で

汚れる可能性が多いので､少 (もーEJ一同救わ らを取換

える｡それによ って乳 互万もl定積上木面の コンク リー ト或は

床版に触れずにj歓わ らで保推されることになる｡沖純 で

は救わ らが入手 い鮭いためか乳牛 を コンク リー ト床面 に

ちかにuかせている牛舎を しば しばLLLるが､乳 L/享保誠の

面か ら救わ らの唆用 をお%'めする｡

二番目に削岳端 ･乳牛は放牧場 に出てj虚当に遊動 させ る

と蹄は適度 に肝概 して仰び過 ぎとい うことはない｡牛L77

に入れた きりの乳牛は常に5端の仰びにLj式を配 って削腕を

励 行する必要がある｡鈴与の仰 び過 ぎは肺をイこ鰍 に し､遂

には順;らん させ ひど くなると体屯の交えがイこ安定にな り

起 1Y_を桃が る｡勿論歩行 も困難にな って来 る｡土侍に牛虎,(

が/仁汐さのBZ,-合は齢の腐 らんがノ起 り易い｡蹄の疾病は家書i

の命取 りになる場合が峠にある｡ (宮 城 正 夫 )
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